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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
１）毎年 1 回、学術集会を開催している（最近５年間の学術集会は以下の通り）。 

2020 第 60 回学術集会・総会（名古屋市、集会長：岡本昌隆、藤田医科大学） 
2021 第 61 回学術集会・総会（岡山市、集会長：吉野正、岡山大学大学院）  

 2022    第 62 回学術集会・総会（川越市・集会長：田丸淳一 埼玉医科大学） 
  2023    第 63回学術集会・総会（さいたま市・集会長：塚崎邦弘 埼玉医科大学） 

 2024    第 64 回学術集会・総会（新宿・集会長：中村直哉 東海大学） 
２）毎年１回、教育委員会主催「リンパ腫セミナー」を開催している。 

 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
１）PUBMED 掲載国際英文誌、impact factor1.5（2023）である Journal of Clinical and Experimental 
Hematopathology を年４回、定期的に刊行している。2023 年は 41 論文が掲載された。 

2019 Vol. 59, No 1-4 
2020 Vol. 60, No 1-4 
2021    Vol.61 No.1-4 

   2022     Vol.62 No.1-4 
   2023     Vol.63 No.1-4 
 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

本学会は以下の委員会を構成しており、それぞれが学会活動を通じて社会に貢献している。 
学術集会の開催（プログラム委員会）、学術雑誌の刊行と優秀論文の表彰（編集委員会）、最先端を行
く学術活動の企画と遂行（学術企画委員会）、学会員および非学会員に対する教育と啓蒙（教育委員
会）、保険診療等への提言や他学会との協力による医療貢献（診療保険委員会）、公正な学会活動と倫
理的側面のサポートと管理（利益相反委員会、倫理委員会）、学会活動の未来像に対する提言（将来
構想実施委員会）、血液病理認定医の認定と公表（血液病理認定医制度委員会）からなる。 
 

ｄ.学会運営上留意している点 

本学会は、基礎系（主に病理）と臨床系（主に血液内科）が共同して運営している。このような学会
は少なく、本学会の特色であり、基礎系と臨床系の研究者が意見交換できる貴重な場を提供してい
る。 



Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
本学会は基礎系、臨床系の研究者が集う場所になっていることから、日本病理学会、日本分子生物学

会、日本薬理学会、日本血液学会、日本放射線学会、日本臨床腫瘍学会等、それぞれの領域で連携をと
っている。特に病理診断において日本病理学会との連携、保険診療に関しては、リンパ腫の領域におい
て日本血液学会等と連携をとり、必要な資料提出、提言を行っている。 
 

 


